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音楽系部活動に所属する高校生の部活動適応感測定尺度作成の試み†

佐川 馨*

秋田大学教育文化学部

本研究は,音楽系部活動に所属する高校生を対象とした ｢適応感｣｢顧問の指導｣｢音楽

観｣を測定する尺度を作成 し,結果の分析を通 して音楽系部活動の指導の改善に資するこ

とを目指 した.A県内の吹奏楽部,合唱部に所属する高校 1,2年生288名 (男子46名,

女子242名)に質問紙調査を実施 した結果,適応感尺度では ｢向上心｣｢居心地のよさ｣

｢顧問とのかかわり｣｢人間関係｣｢部活動か らの逃避｣の5因子が,顧問の指導尺度では

｢親 しみやすさ｣｢しっけと厳 しさ｣｢指導のうまさと情熱｣の3因子が,音楽観尺度では

｢音楽の有用性｣｢コンクールとしての音楽｣｢音楽の価値｣の3因子がそれぞれ見出され

た.下位尺度の考察から,①部活動以外の音楽経験がある部員は部活動への適応感が高い

こと,②指導する顧問の親 しみやすさや指導力,教育的情熱,教育的厳 しさは相即不離の

関係にあり,バランスのよい指導が生徒の共感につながることなどが明らかとなった.

キーワー ド:音楽系部活動,高校生,部活動,適応感,因子分析

1 問題と目的

部活動は,教科,道徳,特別活動,総合学習といっ

た教育課程に含まれる教育活動ではなく,生徒たち

が放課後や休日を利用 して自主的に取り組む ｢課外

活動｣であるが,その学校教育における有用性につ

いては,いまさら強調するまでもなく,部活動を通

しての教育実践は協調性や社会性の滴養といった教

科の学習だけではなし得ない様々な成果を生み出し

てきた.

部活動に所属する多くの中学生や高校生にとって,

また指導にあたる多くの教員にとっても部活動は学

校生活の中核となっており1,学校側にとっても部

活動の成績は自校の教育方針や教育成果を対外的に

周知させる格好の場となる. しかしその一方で,勝

利至上主義による過重な練習や,その結果として生

ずる生徒の学習や教員の勤務への影響など,看過で

きない様々な問題があることも確かである.
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文部科学省の 『運動部活動の在り方に関する調査

研究報告』2では,顧問の指導上の悩みとして,中

学校,高等学校とも ｢校務が忙 しくて思うように指

導できない｣(中学校58.2%,高等学校55.1%)こ

とが第 1位となっており,多忙な校務との両立に悩

む姿が浮き彫りとなっている.また,｢自分の研究

や自由な時間等の妨げになっている｣(中学校26.2

%,高等学校20.4%)として,十分な教材研究や生

活の時間の確保が困難であるという現状にある.坐

徒についても ｢疲れがたまる｣(中学生28.9%,高

校生32.8%),｢遊んだり勉強する時間がない｣(中

学生25.4%,高校生32.1%)と,指導する顧問と同

様の状況にある.

小 ･中学校では2002年度から,高等学校では2003

年度から施行されている現行の学習指導要領の改訂

に伴い必修クラブが廃止され,部活動の地域への移

行が検討されるなど,問題解決のための試みはなさ

れてきたが,大きな改善はみられないようである.

これらの問題解決のために,部活動についての様々

な研究がなされてきたが,これまでの研究を概観す

ると,運動部を対象とした学校教育における有用性

と適応に関する論考が多くみられる.
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学校教育における有用性については,たとえば青

木3が,高校運動部員が無所属や文化部部員よりも

社会的スキルが高いこと,また,運動部活動におけ

る部活動適応感が有能感と学校生活適応感に影響を

及ぼすことを明らかにし,運動部活動が社会的スキ

ルを育成する活動として重要であるとしている.

角谷4は,中学生を対象にした質問紙調査の分析

から,部活動における積極的な活動が学業よりも学

校生活の満足感の高さに強く関達 し,部活動におけ

る積極性が学業コンピテンスの高まりにつながると

指摘 している.

学校教育における適応の視点からは吉村5が,那

活動の満足感は主将との人間関係によって規定され,

自己表現 ･主張できる力の育成が,部活動だけでは

なく学校生活全体への適応に反映されるとしている.

この研究は教員と生徒との関係についてのものでは

ないが,顧問の指導と生徒との関係についても示唆

を与えるものである.

桂,中込6は運動部活動における適応感を規定す

る要因として ｢部内における自己有能感｣｢部の指

導者 ･運営｣｢制約 ･束縛感｣｢種目･部活動へのコ

ミットメント｣｢対チームメイ ト感情｣の五つを明

らかにした上で,発達段階による影響度の相違が存

在することを指摘 している.

このように運動部を対象にした先行研究は,学校

教育における部活動の意義や効用を示すとともに,

部活動を巡る諸問題の解決に資する様々な知見を提

供 してきた.

さて,音楽系部活動は,吹奏楽,合唱,管弦楽,

邦楽,軽音楽などがある.そのうち最も活発な活動

を展開しているものは吹奏楽であろう.吹奏楽に所

属する部員は全国的にみても多 く,2007年10月1日

現在における全日本吹奏楽連盟加盟校7は,小学校

1079校 (全小学校の4.75%),中学校7058校 (64.42

%),高等学校では3781校 (71.17%)である8.

学校吹奏楽は学校行事や儀式で不可欠のものであ

り,地域における音楽文化の中核的な存在となって

いる例も珍 しくない.また,社会人を主体とした吹

奏楽活動も盛んであり,その意味では学校教育のみ

ならず,生涯学習の面からの有用性も認められる.

一方,合唱部は中学校789校,高等学校843校と,

吹奏楽には及ばないが,昭和 7年には日本教育音楽

協会の創立10周年記念事業として現在のNHK全国

学校音楽コンクールの前身である ｢第 1回児童唱歌
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コンクール｣が開催されるなど,早 くから学校教育

や音楽教育の世界で果たしてきた役割は大きい9.

しかし,音楽系部活動においても運動系の部活動

と同様の問題がある.筆者はかつて高校の教育現場

で吹奏楽の指導にあたった経験がある.勤務校が,

いわゆる吹奏楽の名門校であったため,コンクール

の実績を上げることが何よりも求められた.また生

徒や父兄も高校生活の目的を部活動に求めているケー

スが多く,コンクールの勝利のために練習量は必然

的に多くなり,本来の職務である授業の準備や教材

研究をする時間の確保も難 しい状況であった.生徒

も同様であり,教科の学習や進路の準備など,学校

生活と部活動の両立ができているとは言い難い例も

多くみられた.

これらの問題を解決するためには,音楽系部活動

についても様々な視点からの研究が必要となる. し

かし吹奏楽に関する研究は,その大半が楽器の奏法

や演奏指導にかかわるものであり10,指導の改善の

手立てを生徒の適応感から捉えるという視点からの

研究は管見の限りではみられない.

そこで本研究では,以上のような状況を踏まえ,

音楽系部活動の適応感測定尺度の作成を試みる.加

えて,顧問の指導測定尺度と音楽系部活動部員に特

有の音楽観についても調査 し,それらの結果を考察

する中から音楽系部活動の指導の改善に資するため

の示唆を得ることを目的とする.

前述のとおり音楽系部活動は,吹奏楽,合唱,管

弦楽,邦楽,軽音楽などがあるが,学校教育におい

ては吹奏楽と合唱がその大半を占めること,また調

査地域の事情を考慮 し,この研究では調査の対象は

吹奏楽部と合唱部の二つに限定 した.

部活動にかかわる研究は,体育系部活動のみなら

ず音楽系部活動においても取り組まれるべき分野で

ある.本研究の成果を音楽系部活動における諸問題

を体系的に研究 していくための端緒としたい.

2 方 法

2.1 調査対象

調査対象者はA県内 9高校の吹奏楽部,合喝部

に所属する1,2年生288名 (男子46名,女子242名)

であった.そのうち吹奏楽部は234名 (男子40名,

女子194名),合唱部は54名 (男子 0名,女子54名)

であった.

調査校の選定にあたっては,A県内を三つの地
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域に分け,過去3年間の部員数の推移とコンクール

実績をもとに11校を選定 し,各学校に協力を依頼 し

た.その結果,9校からの受諾を得ることができた.

しかし,そのうち1校からは質問紙 2の内容が部活

動の運営上好ましくない影響を与える恐れがあると

の理由から回答を得られなかった.したがって,質

問紙 2については254人の調査票の回収であった.

調査対象者の学校別の内訳は,下表のとおりである.

表 1 調査対象者の内訳

学 校 男 女 計

A 2 32

B 15 17

C 4 14

D O 33

E 7 49

F 12 21

G O 17

H 6 35

I O 24

計 46 242

34

32

18

33

56

33

17

41

24

2.2 調査用紙の作成

本研究で用いた調査用紙は,基本的属性,部活動

適応感測定尺度,顧問の指導測定尺度,音楽観測定

尺度から構成されている.

基本的属性 :性別,学年,吹奏楽部 ･合唱部の別,

パー ト (担当楽器),中学校での部活動歴,部活動

以外の音楽の習い事の有無,その期間と内容.

①部活動適応惑測定尺度 :仲間や顧問とのかかわり,

活動の満足感などを測定するために,筆者および大

学院生 2名が自身の中学,高校時代の部活動の経験

に基づいて自由記述 し,KJ法を用いて整理 したも

のに加え,吉村11,青木12の部活動適応感測定尺度を

参考に31項目を作成 した.各項目については ｢まっ

たくそう思わない｣から ｢とてもそう思う｣までの

5点尺度法で回答させた.

②顧問の指導測定尺度 :顧問の指導スタイルを測定

するために,坂西13,吉村14のリーダーシップ測定尺

度を参考に,生活指導,技術指導,音楽的力量など

35項目を作成 した.各項目については ｢まったくそ

う思わない｣から ｢とてもそう思う｣までの5点尺

度法で回答させた.

③音楽観測定尺度 :音楽系部活動に所属する高校生

に特有の音楽への見方や考え方を測定する尺度とし

第30号 2008年

て,筆者および大学院生 2名が音楽観を自由記述 し,

KJ法によって整理 したものに加え,青木15のスポー

ツ観測定尺度を参考にして音楽系部活動に合 うよう

に検討 し,27項目を作成 した.各項目については

｢まったくそう思わない｣から ｢とてもそう思う｣
までの5点尺度法で回答させた.

2.3 予備調査

本調査に先立って予備調査を行い,内容的妥当性

を確認 した.対象は音楽教育を専攻する大学 1年か

ら3年生24名 (男 3名,女21名)であった,それぞ

れの項目についての5段階での評価と自由記述を併

用 し,不適当な記述のある項目は修正,削除した.

2.4 調査の実施

調査は2007年12月の第 3過から4週にかけて,自

記式質問紙調査票による集合調査法で各校の部活動

顧問によって実施された.調査の実施にあたっては,

詳細な実施マニュアルを作成 し,顧問に関する質問

の回答などに歪みが生 じないよう,個人が特定され

ないこと,顧問は回答を見ないことを述べるなど,

実施マニュアルにそって進めてもらえるよう特別の

配慮をお願いした.

3 結果

3.1 部活動適応感測定尺度の分析

3.1.1 因子分析結果

全対象288名のうち,空白のある3名を除き,285

名を有効回答 とした.結果の分析にあたっては

SPSS14.0forWindowsを使用 し,それぞれの質問

の回答に対 して1点から5点の得点を与え逆転項目

の処理をした上で,平均値と標準偏差を求めた.そ

して天井効果の見られた7項目を除外 し,残りの24

項目に対 して主因子法による因子分析を行った.

固有値の減衰状況と因子解釈の可能性から5因子

構造が妥当であると考えられた.そこで再度5因子

を仮定 して主因子法 ･バ リマックス (Varimax)

回転による因子分析を行った.その結果,因子負荷

量の絶対値.40以下や複数の因子の負荷量が同程度

になる3項目を分析から除外 し,再度,主因子法バ

リマックス回転による因子分析を行った (表 2).

第 1因子は,｢他の部員よりも上手になろうと努

力 している｣｢部員の誰よりも上手になりたい｣｢自

分の技術向上のために努力している｣など,努力や
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技術向上にかかわる項目が高い負荷量を示 していた.

そこで ｢向上心｣ と命名 した.

第 2因子は,｢クラスにいるよりも部の方が居心

地がよい｣｢同 じ部の友だちといるのが楽 しい｣な

ど,部活動における居心地のよさや快適さを表す項

目か らなるので,｢居心地｣と命名 した.

第 3因子は,｢顧問と一緒に練習できることが楽

しい｣など,顧問とのかかわりに関する項目からなっ

ており,｢顧問とのかかわり｣因子と命名 した.

第 4因子は,｢他の部員 とうまくいかない (逆転

項目)｣｢部の先輩 とうまくいかない (逆転項目)｣

など,友人や先輩とのかかわりに関する項目からなっ

ており,｢人間関係｣因子 と命名 した.

第 5因子 は,｢練習が厳 しくてついていけない

(逆転項 目)｣｢辞めたいと考えることがある (逆転

項 目)｣｢この部は自分に向いていないと感 じる (逆

転項目)｣など,居心地のよさや人間関係の快適さ

とは反する項 目か らなっており,｢部活動か らの逃

避｣因子と命名 した.

3.1.2 下位尺度間の関連

因子分析の結果から抽出した五っの下位尺度に相

当する項 目の平均値を求め,｢向上JL､｣得点 (平均

3.57,SDO.75),｢居心地｣得点 (平均3.21,SDO.87),

｢顧問とのかかわ り｣得点 (平均3.09,SDO.92),

｢人間関係｣得点 (平均3.79,SDO.74),｢部活動か

らの逃避｣得点 (平均3.25,SDO.74)とした (義

3).

内的整合性を検討するために各下位尺度の信頼性

を求めたところ,Cronbachのα係数は,第 1因子

がα-.75,第 2因子が a -.78,第 3因子が a -.78,

第 4因子がα-.69,第 5因子がα-.73であった.

第 4因子の値は高いとはいえないが,一定の信頼性

は保証された.

3.1.3 吹奏楽部,合唱部の差の検討

吹奏楽部,合唱部の差を検討するために各下位尺

度得点について t検定を行 った.その結果,因子 I

｢向上JLJ 下位尺度 (i(285)-1.75,a.S.),因子 II

表 2 部活動適応感測定尺度の因子分析結果

音楽系部活動適止､感尺度の項目
因 子

向上心､居心地 顧問 人間関係 逃避

他の部員よりも上手になろうと努力している｡

部員の誰よりも上手になりたい｡

部活動に関係する本をよく読む｡

部活動中以外でも自分の技術向上のために努力をしている｡

部活動の時間以外の時でも､部活動のことを考えることがある｡

クラスにいるよりも部の方が居心地がよい｡

クラスの友だちよりも同じ部の友だちといる方が楽しい｡

部活動の時間が来るのが待ち遠しい｡

顧問と一緒に練習できることが楽しい｡

部の顧問は自分の個性を理解してくれる｡

顧問の指導方法に疑問をもつことがある｡(*)

他の部員とうまくいかない｡(*)

自分の所属する部活動はまとまりがないと思う｡(*)

仲間は自分の個性を理解してくれる｡

部の先輩とうまくいかない｡(*)

練習が厳しくっいていけないと思うことがある｡(*)

部活動を辞めたいと考えることがよくある｡(*)

学校の勉強と両立することが難しいと感じることがある｡(*)

放課後は部活動よりも友だちと遊んでいる方が楽しい｡(*)

この部 (行っている練習､担当楽器など)は自分に向いていないと

感じることがある｡(辛)

部活動にきても楽しくない｡(*)

(辛)は逆転項目
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衰3 下位尺度得点の平均値とSD,α係数

向上心居心地 顧問 人間関係 逃避 平均 SD a

向上心 - 40発事.15浅才.07 25**3570.75 75

居心地 - .36**,21**.43末寺3.210.87 .78

顧 問 - .40*ま.33×斗3.090.92 .78

人間関係 - .45や*3.790.74 .69

逃 避 - 3250.74 .73

**p<.01

｢居心地｣下位尺度 (t(285)-1.74,a.S.),因子V

｢部活動からの逃避｣下位尺度 (i(285)-1.35,a.S.)

については,吹奏楽部と合唱部の得点差は有意では

なかった.因子Ⅲ ｢顧問とのかかわり｣下位尺度

(t(285)-5,72,p<.001),因子Ⅳ ｢人間関係｣下

位尺度 (i(285)-4.46,p<.001) については,吹

奏楽部よりも合唱部の方が有意に高い得点を示 して

いた (表 4).

表 4 所属別の平均値とSD,t検定の結果

吹奏楽 合唱

平均 sD 平均 SD t値

向 上 心 354 .74 3.76 .80 1.75

居 心 地 3.18 .88 344 .80 1.74

顧 問 2,98 .89 3.84 .76 5,72辛**

人間関係 372 .72 4.27 .68 4.46***
逃 避 3.23 .73 3.40 .79 1.35

榊p<001

3.1.4 男女差の検討

男女差を検討するために,各下位尺度得点につい

て t検定を行った.その結果,因子 I｢向上心｣下

位尺度 (t(285)-0.29,a.S.),因子II｢居心地｣下

位尺度 (i(285)-0.13,a.S.),因子Ⅲ ｢顧問とのか

かわり｣下位尺度 (i(285)-1.21,a.S.),因子Ⅴ

｢部活動からの逃避｣下位尺度 (i(285)-1.01,n.S.)

については,男女別の得点差は有意ではなかった.

因子Ⅳ ｢人間関係｣下位尺度 (i(285)-4.49,p<

.001)については男子よりも女子の方が有意に高い

得点を示 していた (表 5).

3.1.5 音楽経験の差の検討

ピアノや電子オルガンなどの部活動以外の音楽の

習い事の経験による下位尺度得点の差は,因子 Ⅰ

｢向上心｣下位尺度 (t(285)-0.28,a.S.),因子Ⅱ

｢居心地｣下位尺度 (i(285)-0.20,a.S.),因子Ⅲ

｢顧問とのかかわり｣下位尺度 (i(285)-0.94,n.S.)

第30号 2008年

表 5 男女別の平均値とSD,t検定の結果

男子 女子

平均 SD 平均 SD t値

向 上 心 3.54 .83 3.57 74 0.29

居 心 地 3.20 .97 3.21 .86 0.13

顧 問 2.94 .91 3.12 .92 1.21

人間関係 3.36 .84 3.88 .69 4.49¥ * *

逃 避 3.15 .67 3.27 .75 101

***p<001

については有意ではなかった.

しかし,因子IV｢人間関係｣下位尺度 (i(285)-

1,56,a.S.)については有意傾向がみられ,また,因

子Ⅴ ｢部活動からの逃避｣(i(285)-2.10,p<.05)

については,習い事の経験のある方が有意に高い得

点を示 した (表 6).

表 6 音楽経験の違いによる平均値とSD,t検定の結果

習い事あり 習い事なし

平均 SD 平均 sD t値

向 上 心 3.58 .73 3.56 .77 0.28

居 心 地 320 84 3.22 .90 0.20

顧 問 304 .93 3.14

人間関係 3.87 .76 3.73

逃 避 3.35 .75 3.16

.91 0.94

.71 1.56

.72 2.10

'p<.05

3.2 顧問の指導測定尺度の分析

3.2.1 因子分析結果

回答の得 られなかった1校を除き254名を有効回

答とした.結果の分析にあたっては,それぞれの質

問の回答に対して 1点から5点の得点を与え,逆転

項目の処理をした上で平均値と標準偏差を求め,天

井効果もフロア効果もみられなかった34項目に対 し

て主因子法 ･プロマックス (Promax)回転による

因子分析を行った.各因子を代表する項目は,回転

後の因子負荷量が.40以上で,かつ複数の因子の負

荷量が同程度になるものを除外 し,最終的に29項目

からなる3因子を抽出した (表 7).

第 1因子は,｢気軽に相談できる｣｢親身になって

相談できる｣｢励ましてくれる｣｢私の個性を理解 し

てくれる｣などからなっており,｢親 しみやすさ｣

因子と命名 した.

第 2因子は,｢服装や頭髪をきちんとする｣｢校則

を守る｣｢挨拶や言葉遣いなど礼儀について｣｢練習

態度｣｢部活動だけでなく勉強も｣など音楽以外の
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表 7 顧問の指導測定尺度の因子分析結果

顧問指導測定尺度の項目 親 しみ しつけ 指導情熱

部活動以外のことでも気軽に相談できる先生だ｡

部に関係のないことでも親身になって相談にのってくれる｡

時には家庭のことについても相談にのってくれる｡

勉強や進路のことなどについても相談にのってくれる｡ .73

落ち込んでいるときなど励ましてくれる｡

部活動中の雰囲気が悪い時はときほぐそうとしてくれる｡

部員間でもめことがあったりすると解決しようとしてくれる｡

時々､近寄りがたい雰囲気がある｡(*)

部員一人一人のことを考えてくれる｡

練習や演奏会で失敗しても励ましてくれる｡

私の個性を理解してくれている｡

部員に対して感情的に怒ったりすることがある｡

部員に対して厳しく注意をしたりすることがある｡

-.04 一.04

.08 -.01

.04 1.13

.11 -.07

.09 -.02

.67 -08 .09

.56 01 .15

.49 r _.25 ,01

.22 25

_.30 24

.26 .15

部員が練習に無断で欠席をしたり遅刻をしたりすると注意する｡ 13

部員に対して挨拶や言葉遣いなど礼儀について指導することがある｡ -15

部員に対して服装や頭髪をきちんとするよう指導する｡ -09

部員に対して校則を守るように指導することがある｡ 09

.87

.86

.83

.66

65

.61

部員の練習態度が悪いと注意する｡ -11 .57

部員に対して部活動だけでなく勉強も頑張るよう指導する｡ .15

-.21

.09

-.22

.25

.14

-.09

.17

先生の練習方法や計画が悪くて時間が無駄になることが あ る｡ ( *) -.09 -.29 .80

先生は､丁寧に分かり易く指導してくれる｡

計画的に練習を進める｡

先生は､練習内容や計画をきちんと連絡する｡

音楽的解釈に納得できないことがあるC(*)

部員の技術向 ヒのためには努力を惜しまないO

出来ないところを粘り強く数えてくれる｡

よい演奏をするとはめてくれる｡

音楽のことでは妥協しない｡

部活動だけでなく何事にも一生懸命だ｡

(*)は逆転項目

基本的生活習慣や人間 として守 るべきことに関する

もの と,｢感情的に怒 る｣｢厳 しく注意す る｣｢指導

する｣など,厳格な指導 に関するものか ら構成 され

てお り,｢しつけと厳 しさ｣因子 と命名 した.

第 3因子 は,｢計画的に練習を進める｣｢丁寧に分

か り易 く指導す る｣｢粘 り強 く教えて くれる｣｢部員

の技術向上のために努力を惜 しまない｣｢何事 に も

一生懸命だ｣か らなってお り,練習の計画性や指導

の巧拙,教育的情熱 に関す る項 目か らなってお り,

｢指導のうまさと情熱｣因子 と命名 した.
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.22 -.13 .70

.03 .09

-.05 .12

.02 -.20

.11 15

.10 .13

-.03 17

-05 03

13 .16

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ .54 .68

Ⅱ 54 .54

Ⅲ .68 .54

3.2.2 下位尺度問の関連

因子分析の結果か ら抽出 した三つの下位尺度に相

当す る項 目の平均値 を求 め ｢親 しみやす さ｣ 得点

(平均2.85,SDO.74),｢しっけと厳 しさ｣得点 (平均

3.61,SDO.84),｢指導の うまさと情熱｣得点 (平均

3.54,SDO.76)とした.三つの下位尺度 は互 いに有

意な正の相関を示 した.内的整合性を検討するため

に各下位尺度 の信頼性 を求 めたところ,Cronbach

のα係数 は,第 1因子が α-.90,第 2因子が α-

.87,第 3因子が α-.89となってお り,十分な信頼

性 は保証 された (表 8).
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表 8 顧問の指導下位尺度間相関

親しみ しっけ指導情熱 平均 SD a

親 しみ - 47** .69米x 285 0.74 90

しっ け - .47rよ 361 0.84 .87

指導情熱 - 3.54 0.76 ,89

r不p<∴01

3.2.3 吹奏楽部,合唱部の差の検討

吹奏楽部,合唱部の差を検討するために各下位尺

度得点について t検定を行った.その結果,因子 Ⅰ

｢親 しみやすさ｣下位尺度 (i(254)-2.64,p<.01),

因子Ⅲ ｢指導のうまさと情熱｣下位尺度 (i(254)-

13.40,p<.001)については,吹奏楽部よりも合唱

部の方が有意に高い得点を示 していた.因子Ⅱ｢し

つけと厳 しさ｣下位尺度 (i(254)-1.95,a.S.) に

ついて も合唱部の得点が高 く,有意傾向にあった

(表 9).

表 9 所属別の平均値とSD t検定の結果

吹奏楽 合 唱

平均 SD 平均 SD t値

親 し み 2.80 .75 3.14 .62 2,64火*

し っ け 3.56 .85 3.85 .75 1.95

指導情熱 3,38 ,70 4.43 .39 13,40x**

"p<.01 糊p<.001

3.2.4 男女差の検討

男女差を検討するために,各下位尺度得点につい

て t検定を行った.その結果,因子 Ⅰ｢親 しみやす

さ｣下位尺度 (t(254)-0.88,n.S.),因子Ⅱ ｢しつ

けと厳 しさ｣下位尺度 (i(254)-1.60,a.S.),因子

Ⅲ ｢指導のうまさと情熱｣下位尺度 (t(254)-1.86,

a.S.)のいずれの因子について有意な差はみられな

かった (表10).

表10 男女別の平均値とSD t検定の結果

男子 女子

平均 SD 平均 SD t値

親 し み 2.95 .75 2.84 74 088

しつ け 3.76 64 3.58 .88 1.60

指導情熱 3.35 .72 3.58 .76 1.86

3.2.5 音楽経験による差の検討

ピアノや電子オルガンなどの部活動以外の音楽の

習い事の経験による差は,因子 Ⅰ｢親 しみやすさ｣

下位尺度 (i(254)-2.14,p<.05),因子 II｢しっ

第30号 2008年

けと厳 しさ｣下位尺度 (i(254)-1.03,a.S.),因子

Ⅲ ｢指導のうまさと情熱｣下位尺度 (i(254)-0.83,

n.S.)のいずれについても有意な差はみ られなかっ

た (義ll).

表11 音楽経験の違いによる平均値とSD,t検定の結果

習い事あり 習い事なし

平均 SD 平均 SD t値

親 し み 2.75 .77 2.95 .71 2.14

しつ け 3.55 .94 3.66 .75 1.03

指導情熱 350 .78 3.58 .74 0.83

*p<05

3.3 音楽観測定尺度の分析

3.3.1 因子分析結果

結果の分析にあたっては,それぞれの質問の回答

に対 して 1点から5点の得点を与え,逆転項 目の処

理をした上で平均値と標準偏差を求めた.そして天

井効果の見 られた8項目を除外 し,残 りの19項目に

対 して主因子法による因子分析を行 った.固有値の

減衰状況と因子解釈の可能性か ら3因子構造が妥当

であると考えられた.そこで再度 3因子を仮定 して

主因子法 ･バ リマックス回転による因子分析を行 っ

た.その結果,因子負荷量の絶対値.40以下や複数

の因子の負荷量が同程度になる1項目を分析から除

外 し,再度,主因子法バ リマックス回転による因子

分析を行 った (表12).

第 1因子は,｢部活動以外の様々な音楽 も楽 しん

でみたい｣ という音楽観の拡大を表す項目とともに

｢人格形成に役立っ｣｢人間の生活を豊かにし潤いを

与える｣｢音楽家は尊敬できる人が多い｣｢音楽的能

力は大きな価値がある｣などの音楽の価値や有用性

にかかわる項目か らなるので, ｢音楽の有用性｣因

子 と命名 した.

第 2因子は,｢音楽そのものよりもコンクールで

演奏する曲に興味がある｣｢音楽そのものよりも部

活動で参加するコンクールに興味がある｣｢音楽よ

りも部活動で担当 している楽器 (パ- ト)に興味が

ある｣ という,コンクールや自分の担当パー トにか

かわる項目か らなるので,｢コンクールとしての音

楽｣因子と命名 した.

第 3因子は,｢興味や遊びに過ぎない (逆転項目)｣

｢演奏 した り歌 った りして楽 しむ ものに過 ぎない

(逆転項 目)｣｢音楽家 は音楽以外の常識 に欠 ける

(逆転項目)｣｢音楽家は気分で行動する人が多い｣な
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表12 音楽観測定尺度の因子分析結果

音楽観測定尺度の項目 有用性 コンクール 価 値 共通性

部活動以外の様々な音楽も楽しんでみたい｡

音楽は人間形成に役立っ芸術である｡

音楽は人間の生活を豊かにし潤いを与えるものである｡

学校教育において音楽の授業は大切だと思う｡

自分にとって音楽は気分転換やストレス発散になるものである｡

自分にとって音楽は､仲間づくりや人との出会いの場を提供してくれる

ものである｡

音楽の授業は他の授業よりも楽しいと感じる｡

音楽は､自分にとって将来音楽関係の仕事に就きたいと考えるくらい大

切なものである｡

音楽家には尊敬できる人が多い｡

すぐれた音楽的能力は大きな価値があると思う｡

音楽家は音楽以外でも優れた能力を持つ人が多いと思う｡

音楽そのものよりも部活動のコンクールで演奏する曲に興味がある｡ 01

音楽そのものよりは部活動で参加するコンクールに興味がある｡ 08

音楽というよりは部活動で担当している楽器 (パート)に興味がある｡ 02

-.12 .01 .49

-.10 -02 .44

-.21 00 .44

.19 .17 .41

-.09 .02 .33

.14 .09 .34

.23 .14 36

.20 .14 .29

.20 .13 .30

-.15 -.01 .22

.19 -.03 .20

-.09 .65

106 .37

-.06 .30

音楽は人間にとって趣味や遊びの一つに過ぎないものである｡ .29 -.17

音楽は演奏したり､歌ったりして楽しむものに過ぎないと思う｡ .21 -.33

音楽家は音楽以外の社会的常識に欠ける人が多いと思う｡ .07 -.04

音楽家は気分で行動する人が多いと思う｡ -.19 .08

.41

.23

.40

.23

(*は逆転項目)

どか らなっており,｢音楽の価値｣因子 と命名 した.

3.3.2 下位尺度間の関連

因子分析の結果か ら抽出した三つの下位尺度に相

当する項 目の平均値を求め,｢音楽の有用性｣得点

(平均3.79,SDO.58),｢コンクールとしての音楽｣
得点 (平均2.68,SD 0.78),｢音楽 の価値｣ 得点

(平均3.28,SDO.62)とした,三つの下位尺度は因

子 Ⅰ｢音楽の有用性｣ と因子Ⅲ ｢音楽の価値｣,因

子Ⅱ｢コンクールとしての音楽｣ と因子Ⅲ ｢音楽の

価値｣においてそれぞれ有意な正の相関を示 した.

内的整合性を検討するために各下位尺度の信頼性を

求めたところ,Cronbachのα係数 は,第 1因子が

α-.82,第 2因子が α-.73と十分な信頼性が得 ら

れたが,第 3因子はα-.56にとどまった (表13).

表13 音楽観下位尺度間相関

有用性 コンクール 価値 平均 SD α

有 用 性 - .11 .18 3.79 ,58 .82

コンクール 一 一.18** 2.68 ,78 .73

価 値 - 3.28 .62 .56

因子寄与 3.56 1.76 1.07 6.39

寄与率 19.79 9.80 5.92 35.50

3.3.3 吹奏楽部,合唱部の差の検討

吹奏楽部,合唱部の差を検討するために,各下位

尺度得点について t検定を行 った.その結果,因子

Ⅰ ｢音楽 の有用性｣ 下位尺度 (i(282)-2.06,p

<.05) については,吹奏楽部 よりも合唱部の方が

有意に高い得点を示 していた.因子 Ⅲ｢コンクール

としての音楽｣下位尺度 (i(282)-2.74,p<.001)
については,吹奏楽部の方が合唱部よりも有意に高

い得点を示 していた.因子Ⅲ ｢音楽の価値｣下位尺

度 (t(282)-1.96,n.S.) については吹奏楽部 よ り

も合唱部の得点が高 く,有意傾向にあった (表14).

表14 所属別の平均値とSD,t検定の結果

吹奏楽 合唱

平均 SD 平均 SD E値

有 用 性 376 .58 3.97

コンクール 274 .75 2.25

価 値 326 .63 3.47

54 206zz

83 3.70

.54 1.96

*p<.05 "p<001

3.3.4 男女差の検討

男女差を検討するために,各下位尺度得点につい

て t検定を行 った.その結果,因子 I｢音楽の有用
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性｣下位尺度 (i(282)-2.08,p<.05)については

男子よりも女子の方が有意に高い得点を示していた.

因子II｢コンク-ルとしての音楽｣下位尺度 (i(282)-
0.95,n.S.),因子Ⅲ｢音楽の価値｣下位尺度 (i(282)-

0.99,a.S.)については有意な差はみられなかった

(表15).

表15 男女別の平均値とSD,t検定の結果

男子 女子

平均 SD 平均 SD t値

有 用 性 3.63 .61 3.82

コンクール 2.58 78 2.70

価 値 3.20 .65 3.30

,57 208

.78 0.95

.62 0.99

+p<.05

3.3.5 音楽経験による差の検討

ピアノや電子オルガンなどの部活動以外の音楽の

習い事の経験による差は,因子 Ⅰ ｢音楽の有用性｣

下位尺度 (i(282)-2.64,p<.01)については,音

楽の習い事の経験がある方が有意に高い得点を示 し

た.因子Ⅱ ｢コンクールとしての音楽｣下位尺度

(i(282)-2.55,p<.05)については音楽の習い事

のない方が有意に高い得点を示 した.因子Ⅲ ｢音楽

の価値｣下位尺度 (i(282)-OA7,n.S.)について

は有意な差はみられなかった (表16).

表16 音楽経験の違いによる平均値とSD,t検定の結果

習い事あり 習い事なし

平均 SD 平均 sD t値

有 用 性 3.89 ,54 3.71 .60 2.64'+

コンクール 2.55 .71 2,79 .82 2.56ネ

価 値 3.30 .66 3.27 .58 0.47

+p<.05 ''p<.01

4 考察

本研究は,音楽系部活動に所属する高校生を対象

とした ｢部活動適応感｣｢顧問の指導｣,そして音楽

系部活動部員に特有と思われる ｢音楽観｣を測定す

る尺度を作成 し,結果の分析を通 して音楽系部活動

の指導の改善に資するための示唆を得ることを目指

した .

質問紙 1では,｢向上JL､｣｢居心地｣｢顧問とのか

かわり｣｢人間関係｣ ｢部活動からの逃避｣の5因

子が見出された.また,α係数は第 1因子が.75,

第 2因子が.78,第 3因子が.78,第 4因子が.69,第

5因子が.73であった, これにより 『音楽系部活動
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測定尺度』は一定の信頼性を有 しているものと考え

られる.

下位尺度の検討からは,｢向上心｣｢居JL､地｣｢顧

問とのかかわり｣｢部活動からの逃避｣が正の相関

を示 していた. この結果は,桂,中込16らの導き出

した部活動の適応感を規定する要因とはぼ一致 して

いた.このことは,音楽系部活動においても,その

指導改善の方策を運動部に求めることが可能である

ことを示唆する結果といえる.

所属の別による差の検討からは,合唱部の得点が

｢顧問とのかかわり｣｢人間関係｣について有意に高

い得点を示 していた.また,｢向上心｣ と ｢居心地

のよさ｣については有意差は認められないが,合唱

部の得点が高く,有意傾向にあった.このことから,

今回の調査結果においては顧問や他の部員との関係

について合唱部の方が満足感を感 じていることが分

かる. しかし,今回の調査協力校のうち合唱部は少

規模校が多いこと,すべて女子部員であったことな

ど,データの偏りによる影響も考えられる.

音楽経験の有無による差では,すべて逆転項目で

構成された第 5因子 ｢部活動からの逃避｣について

音楽経験のある方が有意に高い得点を示 していた.

したがって,部活動以外の音楽の習い事を経験 した

壁徒は,音楽経験のない生徒に比べ部活動の適応感

が高いと考えられる.

質問紙 2では,｢親 しみやすさ｣｢しつけと厳しさ｣

｢指導のうまさと情熱｣の3因子が見出された. α

係数は第 1因子が.90,第 2因子が.87,第 3因子が.

89であり,この尺度の十分な信頼性は保証されたと

いえる.この三つの因子は互いに正の相関関係にあ

り,指導にあたっては,顧問の人間的な親 しみやす

さとともに,校則などの生徒指導的な事柄について

の妥協 しない指導,音楽的指導力,教育的情熱の三

つが必要であり,それらの総合的な作用によって指

導の効果が高まることを示唆する結果となっている.

所属の別による差の検討では因子 Ⅰ ｢親 しみやす

さ｣,因子Ⅱ ｢指導のうまさと情熱｣について合唱

部が有意に高い得点を示していた.男女差は認めら

れなかった.また,部活動以外の音楽経験の有無に

よって教師に対する ｢親 しみやすさ｣の感 じ方に有

意差が認められた,音楽以外の習い事の経験がある

壁徒は,自身のピアノの教師などと部活動の顧問教

員を比較 して捉えていることを示唆する結果となっ

ている.
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質問紙 3では ｢音楽の有用性｣｢コンクールとし

ての音楽｣｢音楽の価値｣の3因子が見出された.

α係数は第 1因子が.82,第 2因子が.73,第 3因子

が.56であり,一定の信頼性は得 られたが,今後の

追試と検討が必要である.

下位尺度の検討からは,｢コンクールとしての音

楽｣ と ｢音楽の価値｣の間,｢音楽の有用性｣ と

｢音楽の価値｣の間のそれぞれに正の相関がみられ

た.

所属別の差の検討では ｢音楽の有用性｣について

合唱部が有意に高い得点を示 し,｢音楽の価値｣に

ついても得点は高く有意傾向にあった.特に,両者

の音楽観の違いを浮き上がらせたのが,｢コンクー

ルとしての音楽｣下位尺度である.吹奏楽が有意に

高い得点を示 し,コンクール指向の強さをうかがわ

せる結果となった.男女差については ｢音楽の有用

性｣について女子の方が有意に高い得点を示 してい

た.

部活動以外の音楽経験の有無による差では,音楽

経験のある方が ｢音楽の有用性｣について有意に高

い得点を示 した.一方,｢コンクールとしての音楽｣

については音楽経験のない方が有意に高い得点を示

し,音楽経験によってコンクールに対する見方や考

え方が異なることを示唆する結果となった.青木17

はスポーツ継続年月が競技スポーツへの態度 ･意識

を高め,スポーツ観を高めることを明らかにしてお

り,スポーツと音楽の違いはあるが,継続的な音楽

経験が音楽観の高まりにつながることが推察される.

以上のことから得られた知見を下記に示す.

第 1は,運動部の指導の改善の方策が音楽系部活

動の指導の改善の方策としても活用できる可能性が

あること.

第 2は,合唱部は吹奏楽部に比較 して顧問とのか

かわりや部員の人間関係に満足感を得る傾向にある

こと.

第 3は,部活動以外の音楽経験がある部員は部活

動への適応感が高いこと.

第 4は,指導する顧問の人間的な親 しみやすさや

指導力,教育的情熱,それらに裏打ちされた教育的

厳 しさは相即不離の関係にあり,バランスのよい指

導が生徒からの共感につながること.

第 5は,合唱部所属の生徒や部活動以外の音楽経

験のある生徒は,音楽の価値や有用性を真筆に捉え

ているが,それに対 し吹奏楽部や音楽経験の少ない
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生徒はコンクール指向が強いこと.

しかし前述のとおり,これらの知見には,今回の

調査協力者は吹奏楽部が多かったこと,合唱部につ

いては少規模校が多かったこと,また全て女子部員

であったことなど,データの偏りによる影響も考え

られる.一般化するためには今後の継続的で広範な

研究が必要であると考える.

5 今後の課題

今回の研究で用いたデータは,女子に大きく偏っ

ていた.この点については地域や学校選択について

更なる検討と工夫が必要であろう.一般に音楽系部

活動は女子の比率が多いものと思われるが,女子に

特有の傾向をより詳細に調べていくことも効果的か

もしれない.

今回はA県のみの調査であったが,今後はより

広い範囲で継続的に研究を進めていく必要がある.

また,対象を吹奏楽部と合唱としたが,他の音楽系

部活動も対象に含めていかなくてはならない.それ

らのすべてに貢献できる有意義な知見を得ることは

困難であるとしても,可能な限り広 く継続的に積み

重ねをしていくことが重要と考える.

これまでの学校教育における吹奏楽部や合唱部の

活動は,演奏の質や技能の向上,またその延長にあ

るコンクールの結果によって活動の是非が問われる

場面が多かったように思われる.本研究の一番の成

果は,筆者および調査協力校の指導者に,音楽系部

活動の指導の改善について,生徒の部活動適応感か

ら取り組むことの意識が芽生えたことかもしれない.

今後は継続的に実証的なデータを積み重ねていく

ことによって,音楽系部活動の諸問題を体系的に研

究 していきたい.
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[注と文献]

文部科学省の調査では,生徒の8割が部活動を ｢楽 し

割が ｢やりがいを感 じる｣(中学校教師88.4%,高校教

師87.7%)と答えている (文部科学省 『運動部活動の在

り方に関する調査研究報告 (平成 9年12月)』<http:〟
wwwnext.go.Jp/b_menu/shlngi/chousa/sports/001
toushln/971201.htm#113>2008年 1月22Ej).

Z文部科学省,同上.

j青木邦男 ｢高校運動部員の社会的スキルとそれに関連

する要因｣『国立オリンピック記念青少年総合センター

研究紀要』第 5号,2005,pp.25-34.
1角谷詩織 ｢部活動への取 り組みが中学生の学校生活へ

の満足感をどのように高めるか｣『発達心理学研究』第

16巻 1号,日本発達心理学会,2005,pp.26-35.
〕吉村斉 ｢学校適応における部活動とその人間関係のあ

45,日本教育心理学会,1997,pp.337-345.
･桂和仁,中込四郎 ｢連動部活動における適応感を規定す

る要因｣『体育学研究』35,日本体育学会,1990,pp.173-185.
丁全 日本吹奏楽連盟 ｢登録加盟団体数｣<http:〟www.
aJba.or.Jp/kameldanta12007pdf>2008年 1月15日.

〕文部科学省 ｢学校基本調査 (指定統計第13号)｣くhttp:〟
www.next.go.Jp/b_menu/toukel/001/lndexOl.htm>
2008年 1月15日.

〕NHK全国学校音楽 コンクール-コンク-ルの歴史

<http:〝www.nhk.or.Jp/event/oncon/>2008年 1月
15日.

10吹奏楽の学会である日本管打吹奏楽学会の研究紀要は

1991年から発刊されているが,そのうち楽器の奏法や

音楽的な内容以外の論考はほとんどみられない.

"吉村斉 ｢部活動への適応感に対する部員の対人行動と

主将の リ-ダーシップの関係｣『教育心理学研究』53,
日本教育心理学会,2005,pp.151-161.

12 青木邦男 ｢高校運動部員のスポーツ観とそれに関連する要

因｣『体育学研究』48,日本体育学会,2003,pp.207-223.
･3坂西友秀 ｢フォロア-のパーソナリティー特性の関数

としてのリークーシップ効果｣『教育心理学研究』37,

日本教育心理学会,1989,pp.107-116.
1斗吉村,前掲書.

15 青木,前掲書.

⊥6桂,中込,前掲書.

⊥【青木,前掲書.

Summary

Thepurposeofthepresentpaperistoreporton

anattempttodevelopascalemeasuringthe

adaptabilityofseniorhighschoolstudentsto

extra-curricularactivitieswhlCh theyjoin.It

wasexpectedthattheresultwouldhelpimprove

instructlOnSinschoolsettings.A questionnaire

第30号 2008年

waspreparedtomeasurethreeareasofadapt-

ability;thesenseofbeingadapted (31items),

the supervisor's method of instructlOn (35

items),andtheviewstowardsmusic(27items).

Thequestionnairewassenttoatotalof288

students,including46maleand242femaleofthe

firstyearandsecondyearstudentsinAkita

prefecture.Allthestudentsweremembersof

thebrassbandcluborthechorusclub.Factor

analysiswasadministeredontheresponsesto

eachofthethreesetsofquestionnaireitems.

Forthefirstgroupofitems(adaptability),five

factorswereextracted,including àdesirefor

improvement,'̀asenseofbeingathomeinthe

circle,'̀relationshiptothesupervisor, r̀elation

shipwlthothermembers,and èscapefromthe

circle.'Threefactorswereextractedforthe

secondgroupofitems(thesupervisor'smethod

ofinstruct10n),andthefactorsincluded 'appr･o

achableness,' discipline, and t̀eachingskills

andenthusiasm.'Thelastgroupofitems(views

towardmusic)wasfoundtoconsIStOfthreefac-

tors,including ùsefulnessofmusic, m̀usicasa

competition,and t̀hevalueofmusic.メThere-

sultsoftheanalysisbasedonthesefactorsre一

vealedthefollowingtendenciesamongstudents'

attitudestowardsextracurricularactivlties:1)

thosestudentswhohadhadlearnedmusicsome

wayorotherpriortojoiningthecircleatschool

tendedtobemoreadaptabletoextracurricular

activitiesatschoolthanthosewhohadhadno

suchexperlenCeSpreviously;and2)asthereisa

strongrelationshipbetweenvariousteacherfac-

tors,suchasapproachableness,enthusiasm,and

discipline,abalanceneedstobestruckbetween

thesefactorstohelpstudentsspendtlmeeffec-

tivelyinvariousextracurricularactivities.

KeyWords:ExtracurricularActivitiesinMusic,

Senior High School Students,

Extra-CurricularActlVitleS,Adapt-

ability,FactorAnalysュs
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